
う
そ
は
幸
運
を
招
く
鳥
と

さ
れ
、
日
頃
知
ら
ず
知
ら
ず 

に
つ
く
嘘
を
、
天
神
様
に｢

ま

こ
と｣

と
取
り
替
え
て
頂
く
た

め
に
、
木
製
の
う
そ
を
新
し

い
も
の
と
取
替
え
て
、
幸
運

を
祈
る
の
で
あ
る
。 

      

心
字
池
に
は
亀
が
数
え
切

れ
ぬ
ほ
ど
い
る
が
、
何
と
殆

ど
が
ミ
シ
シ
ッ
ピ
亀
だ
と
い

う
。
こ
れ
は
合
格
祈
願
を
し

た
受
験
生
が
、
元
々
い
た
亀

を
見
て
、
ま
た
地
名
が
亀
戸

と
い
う
所
か
ら
、
合
格
御
礼

に
放
し
て
い
っ
た
も
の
。
天

神
様
も
、
自
分
の
池
が
外
国 

勢
の
亀
に
占
領
さ
れ
、
ビ
ッ

ク
リ
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。 

 

 
 
 

「
東
日
本
震
災
」

は
三
月
十
一
日
で

二
年
。
死
者
は
一

万
五
八
八
一
人
、

行
方
不
明
者
は
今

も
二
六
六
八
人
に

な
る
。
被
災
地
で 

の
再
建
が
進
ま
ず
仮
説
住
宅

な
ど
で
約
三
十
一
万
が
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。 

 

ま
た
三
・
一
一
の
新
聞
や

テ
レ
ビ
の
報
道
画
面
を
見
聞

き
し
て
い
る
と
、
凄
ま
し
さ

を
越
え
、
恐
ろ
し
く
さ
え
あ

っ
た
。
復
旧
の
そ
の
先
が
見

え
な
い
。
「
ま
だ
雑
草
ば
か

り
」
「
町
見
切
り
・
鉄
道
を

も
と
に
戻
し
た
い
」
「
水
門

望
ま
な
い
」
「
ま
ず
除
染
を 

望
む
」
「
帰
る
日
は
い
つ
？
」

等
が
、
石
巻
・
大
槌
・
宮
古
・

大
熊
町
等
の
新
聞
の
活
字
に

踊
っ
て
い
た
。 

福
島
第
一
原
発
の
隣
り

町
で
あ
る
大
熊
町
の
農
家

は
、
我
が
家
あ
っ
て
も
戻
る

事
が
出
来
な
い
。
今
ま
で
先

祖
が
代
々
継
い
で
き
た
全
て

が
、
あ
の
一
瞬
の
出
来
事
で

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
人
生

が
終
わ
っ
た
感
で
あ
る
。 

ま
っ
た
く
先
が
見
え
な
く

て
、
仮
説
住
宅
で
生
活
を
す

る
の
も
辛
い
。
一
つ
で
も
先

の
見
え
る
こ
と
望
み
た
い
。

 

霞
む
春
日
、
関
東
で
「
煙

霧
」
。
一
〇
日
十
三
時
半
だ

っ
た
が
、
こ
れ
は
自
然
現
象

で
、
空
が
黄
色
に
な
り
一
瞬 

中
国
か
ら
の
黄
砂
か
と
思
え

た
。
・
・
・
原
子
力
発
電
所

の
爆
発
は
別
も
の
だ
。 

（
Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン
） 

  

隅
田
川
の
下
流
に
、
中
央

区
と
墨
田
区
を
結
ぶ
両
国
橋

が
あ
る
。
こ
の
橋
は
寛
文
元

年(

一
六
六
一)

に
完
成
、
江

戸
と
下
総
の
両
国
を
結
ぶ
交

通
の
要
所
で
、
両
国
橋
と
命

名
さ
れ
た
。 

         

そ
の
橋
の
一
つ
上
流
に
江

戸
時
代
に
は
無
か
っ
た
蔵
前

橋
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
旗

本
や
御
家
人
に
支
給
す
る
米

を
収
蔵
す
る
御
蔵
が
台
東
区

側
に
あ
り
、
蔵
前
と
言
う
地

名
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。

そ
し
て
、
現
在
の
蔵
前
橋
を

貫
く
の
が
蔵
前
通
り
。
橋
を

東
に
、
時
代
劇
で
も
お
馴
染

み
の
深
川
、
本
所
と
進
む
と

亀
戸
に
出
る
。
昔
、
亀
に
似

た
島
が
あ
り
亀
島
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
土
砂
で
埋
ま
り
、

近
く
に
あ
る
臥
竜
梅
庭
園
の

亀
ヶ
井
と
混
同
さ
れ
て
、
亀

井
戸
→
亀
戸
の
地
名
が
生
ま

れ
た
。 

こ
の
地
に
、寛
文
元
年（
一

六
六
一
）
、
菅
原
道
真
の
末

裔
で
大
宰
府
天
満
宮
の
神

官
・
菅
原
大
鳥
居
信
祐
が
、

天
神
信
仰
を
広
め
る
旅
の
途

中
に
訪
れ
、
元
々
あ
っ
た
天

神
の
小
さ
な
祠
に
、
道
真
ゆ 

       

大
鳥
居
を
入
る
と
心
字
池

に
太
鼓
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、 

ま
ず
渡
る
の
が
男
橋
。
池
と

橋
を
人
の
一
生
に
見
立
て
た

｢

三
世
一
念
の
理｣

に
基
づ

き
、
こ
の
橋
は
過
去
を
、
本

殿
に
近
い
橋
の
女
橋
は
、
希

望
の
未
来
を
表
し
て
い
る
。

池
の
周
り
の
藤
棚
に
は
四
月

半
ば
過
ぎ
に
、
び
っ
し
り
と

花
が
つ
き
、
高
貴
な
香
り
が

漂
う
。
四
月
二
十
九
日
が
藤

花
祭
。 

藤
の
花
の
他
に
も
、
こ
の

天
神
様
が
有
名
な
の
は
、
一

月
二
十
四
・
二
十
五
日
に
行

な
わ
れ
る
鷽
替
え
神
事
（
う

そ
か
え
し
ん
じ
）
で
あ
る
。

 
 

 

か
り
の
飛
梅
で
彫
っ
た
道
真

像
を
納
め
た
。 

丁
度
そ
の
頃
、
明
暦
の
大 

火
で
大
打
撃
を
受
け
た
江
戸

の
復
興
の
為
、
幕
府
に
依
っ

て
本
所
は
復
興
開
発
の
地
と

な
り
、
鎮
守
神
に
こ
の
天
神

を
祀
る
様
に
と
四
代
将
軍
家

綱
が
社
地
を
寄
進
し
、
社

殿
・
楼
門
・
心
字
池
・
太
鼓

橋
を
大
宰
府
天
満
宮
に
倣
っ

た
「
東
宰
府
天
満
宮｣

（
亀
戸

宰
府
天
満
宮
）
が
生
ま
れ
た
。 

明
治
に
な
っ
て
、
こ
の
天

神
様
は
亀
戸
神
社
と
な
り
、

昭
和
十
一
年
に
現
在
の
亀
戸

天
神
と
な
っ
た
。 

東
京
の
西
の
端
に
住
む
大

泉
の
人
々
に
は
関
心
の
薄
い

天
神
様
だ
が
、
江
戸
時
代
か

ら
梅
は
勿
論
、
藤
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
安
藤

広
重
の｢

江
戸
名
所
百
景｣

シ

リ
ー
ズ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。 
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 ふ
わ
ふ
わ
亭
わ
び
助 

落
語
「
長
屋
の
花
見
」 

 

花
見
と
は
全
く
縁
の
無
い

貧
乏
長
屋
で
す
が
、
大
家
か

ら
集
合
が
か
か
り
ま
し
た
。 

家
賃
の
催
促
か
と
行
く
と
、 

「
お
お
来
た
か
。
世
間
で

は
こ
の
長
屋
を
戸
も
無
い
貧

乏
長
屋
と
悪
口
を
言
っ
て
る

そ
う
だ
が
、
ど
う
だ
花
見
で

も
し
て
、
貧
乏
神
を
追
出
そ

う
じ
ゃ
な
い
か
。
酒
と
肴
は

用
意
し
て
お
い
た
。
そ
こ
に

毛
氈
が
あ
る
だ
ろ
う
？
」 

「
こ
の
蓆
の
こ
と
で
？
」
と
い

う
訳
で
、
上
野
の
山
に
繰
り

 
 

出
し
ま
す
が
、
大
家
の
用
意

し
た
の
は
番
茶
の
煮
出
し
た

も
の
を
薄
め
た
も
の
、
肴
は

タ
ク
ワ
ン
の
卵
焼
き
と
ダ
イ

コ
の
漬
物
の
蒲
鉾
。 

「
灘
の
生
一
本
だ
。
グ
ッ

と
行
け
」｢

ア
ッ
シ
は
下
戸

で｣

「
じ
ゃ
蒲
鉾
は
ど
う
だ
」 

「
そ
う
言
や
近
頃
、
練
馬
の
方

で
は
家
が
増
え
て
、
蒲
鉾
畑

が
減
っ
て
る
そ
う
で
す
ね
」 

と
、
何
と
も
盛
上
り
ま
せ
ん
。 

「
大
家
さ
ん
大
家
さ
ん
、

ち
か
い
内
に
長
屋
に
良
い
事

が
有
り
ま
す
ぜ
。
茶
碗
の
中

に
酒
ば
し
ら
が
立
っ
て
ま
す
」 

花
見 

 

全
部
話
す
と
四
十
分
懸

か
る
噺
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
あ
た
か
も
江
戸
時
代
の

 
 

噺
の
よ
う
で
す
が
、
上
野
の

山
で
庶
民
が
花
見
出
来
た
の

は
明
治
時
代
以
降
の
こ
と
で

し
た
。 

 

頃
は
、
Ｔ
Ｖ
で
お
馴
染
み

の
暴
れ
ん
坊
将
軍
、
第
五
代

吉
宗
時
代
、
民
心
掌
握
政
策

の
一
つ
と
し
て
、
王
子
の
飛

鳥
山
や
隅
田
川
沿
い
の
土

手
、
品
川
の
御
殿
山
な
ど
に

桜
を
植
え
、
春
の
風
物
詩
と

し
て
花
見
が
定
着
し
ま
し

た
。
他
に
も
、
桜
の
名
所
と

し
て
、
小
金
井
堤
、
内
藤
新

宿
が
人
気
で
、
上
野
も
勿
論

花
見
の
名
所
で
し
た
が
、
徳

川
家
の
菩
提
寺
・
寛
永
寺
の

た
め
、
夕
方
に
は
閉
門
さ
れ
、 

酒
宴
を
開
く
こ
と
は
禁
じ
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。 
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現在の亀戸天神：広重の描いたものと見比べてみると… 

両国橋の花火 



 

 

当
時
の
私
の
団
に
は
水
田

は
少
な
く
、
殆
ど
朝
鮮
の
人

達
が
米
を
作
っ
て
い
た
。
私

は
将
来
、
水
田
の
技
術
者
と

し
て
団
の
為
に
な
ろ
う
と
実

習
に
力
を
入
れ
て
い
た
の
だ

っ
た
。
十
九
年
秋
の
品
評
会

で
は
、
私
達
の
実
験
農
場
の

水
稲
が
一
位
と
な
り
、
浜
江

省
の
知
事
に
表
彰
さ
れ
た
事

な
ど
、
楽
し
く
思
い
出
と
し

て
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

因
み
に
、
そ
の
時
の
場
長

は
北
海
道
旭
川
市
外
の
篤
農

家
、
前
田
源
作
氏
だ
っ
た
。 

場
長
の
弟
さ
ん
も
哈
爾
浜

郊
外
で
農
場
を
開
い
て
い
て
、

兄
弟
し
て
頑
張
っ
て
い
た
の

だ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
四
月
、

木
蘭
県
立
農
校
が
開
校
し
た

の
で
、
私
は
団
の
同
年
輩
の

者
七
、
八
人
と
一
期
生
と
し

 
  

年
五
月
、
当
時
の
北
満
州
浜

江
省
木
蘭
県
五
家
屯
に
富
士

見
村
の
分
村
を
作
り
、
八
百

人
以
上
の
団
員
が
開
拓
に
従

事
し
た
。 

開
拓
と
は
云
っ
て
も
、
当

時
の
中
国
人
の
耕
地
を
安
価

で
買
い
取
り
、
そ
の
ま
ま
農

地
と
し
た
。
こ
の
行
為
が
中

国
人
の
恨
み
を
買
い
、
終
戦

後
、
日
本
人
襲
撃
の
原
因
に

な
っ
た
の
だ
と
思
う
。
と
も

あ
れ
、
十
八
年
に
は
、
各
団

員
と
も
個
人
経
営
に
移
行
し
、

新
し
い
自
分
た
ち
の
村
が
出

来
た
。
満
州
大
豆
は
粒
子
が

大
き
く
味
も
良
か
っ
た
の
で
、

沢
山
の
大
豆
が
祖
国
日
本
に

供
出
さ
れ
た
。 

私
は
十
九
年
春
か
ら
南
満

州
の
実
験
農
場
で
一
年
間
、

水
稲
の
育
成
に
努
力
し
た
。 

 

 

え
年
四
才
の
夏
、
千
葉
の
海

岸
近
く
の
農
家
の
一
間
を
一

ヶ
月
借
り
て
、
近
所
の
医
者

の
子
供
達
と
海
で
一
ヶ
月
遊

ん
だ
。
い
よ
い
よ
帰
る
九
月

一
日
に
帰
り
支
度
を
し
た
が
、

運
送
店
の
手
違
い
で
予
定
し

て
い
た
列
車
に
乗
れ
ず
、
次

の
汽
車
で
帰
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の

為
に
両
国
駅
に
着
く
前
に
、

あ
の
関
東
大
震
災
が
起
き
た
。

予
定
通
り
着
い
て
い
た
ら
、

お
そ
ら
く
命
の
保
証
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
② 

太
平
洋
戦
争
さ
な
か
の
昭

和
十
八
年
、
学
徒
出
陣
も
迫

り
、「
行
く
な
ら
海
軍
」
と
海

軍
予
備
学
生
志
願
試
験
を
受

け
た
が
、
弱
視
と
診
断
さ
れ

不
合
格
。
も
し
合
格
し
て
い

た
ら
こ
れ
も
又
、
命
の
保
証 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
 

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
③ 

行
き
た
く
な
か
っ
た
陸
軍

隼
飛
行
隊
に
入
隊
。
飛
行
通

信
兵
と
し
て
通
信
の
教
育
を

受
け
、
中
国
山
西
省
臨
汾
飛

行
隊
に
着
任
。
い
よ
い
よ
飛

行
機
に
の
る
か
と
思
っ
た
ら
、

飛
行
場
に
は
一
台
の
航
空
機

も
な
く
、
有
る
の
は
敵
を
欺

く
布
張
の
飛
行
機
ば
か
り
。 

お
陰
で
乗
ら
ず
に
終
戦
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
た
。 

こ
れ
こ
そ
父
が
常
々
言
っ

て
い
た
三
度
の
幸
運
で
は
な

か
っ
た
か
。
何
事
も
こ
れ
ま

で
と
諦
め
ず
、
努
力
す
る
こ

と
。
駄
目
だ
と
思
わ
ず
に
最

後
迄
や
り
遂
げ
れ
ば
、
必
ら

ず
幸
運
が
飛
込
ん
で
く
る
も

の
で
あ
る
と
、
私
は
信
ず
る

も
の
で
あ
る
。 

 

 

て
入
学
し
、
寮
生
活
に
入
っ

た
が
、
八
月
十
五
日
を
迎
え
、

閉
校
と
な
っ
た
。 

た
っ
た
四
ヶ
月
ほ
ど
で
高

校
生
活
は
終
了
し
、
そ
の
晩

以
降
街
の
中
国
人
の
暴
動
か

ら
逃
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

街
の
日
本
人
官
僚
、
警
察

関
係
者
か
ら
そ
の
家
族
ま
で
、

見
つ
か
っ
た
ら
皆
殺
し
に
さ

れ
る
と
の
風
評
が
立
ち
、
私

達
は
、
こ
の
人
達
の
荷
物
を

持
っ
て
あ
げ
た
り
し
な
が
ら

夜
中
に
木
蘭
県
城
を
離
れ
、

二
十
㌔
ほ
ど
離
れ
た
自
分
達

の
開
拓
団
を
目
指
し
た
。
生

憎
、
途
中
で
大
雨
に
逢
っ
た

り
し
た
が
、
八
月
十
六
日
午

前
八
時
過
ぎ
に
無
事
、
団
に

帰
省
し
た
。
（
次
回
に
続
く
） 

 

 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。 

私
の
趣
味 

又
野 

京
子 

人
の
世
は
山
坂
多
い
旅
の

道
と
い
わ
れ
、
人
生
は
多
難
。 

そ
れ
に
し
て
も
思
い
出
す
事

は
、
今
は
な
き
父
か
ら
の
提

言
で
あ
る
。 

「
人
間
一
生
の
内
に
幸
運

が
三
度
あ
る
。
一
度
や
二
度

の
失
敗
で
落
胆
す
る
な
。
必

ず
三
度
の
幸
運
が
訪
れ
る
も

の
と
思
え
。」
と
父
は
常
々
話

を
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
事
が
現
実
に
あ
る
も

の
か
と
思
い
乍
ら
過
ご
し
て

き
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
考

え
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
し
き

事
が
三
度
あ
っ
た
よ
う
に
思

え
る
。 

そ
の
① 

大
正
十
二
年
の
八
月
、
数 

仕
事
を
退
職
し
、
そ
れ
か

ら
の
日
々
は
趣
味
の
連
続
で

し
た
。
一
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ

で
花
と
風
景
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
、
三
年
あ
ま
り
撮

り
続
け
ま
し
た
。 

次
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
。
私
の

頭
の
体
操
で
す
。
週
一
回
は

続
け
て
い
ま
す
が
、
相
変
わ

ら
ず
で
、
腕
は
一
向
に
上
り

ま
せ
ん
。 

月
に
二
回
、
歌
を
唄
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
思
い
出
シ
ャ

ン
ソ
ン
を
口
ず
さ
む
と
き
、

若
き
日
の
片
思
い
の
恋
が
胸

に
響
き
ま
す
。 

古
い
家
の
玄
関
に
入
る
と

自
然
石
と
小
さ
な
盆
栽
の
風

景
が
目
に
入
り
ま
す
。
夫
の

残
し
て
い
っ
た
数
々
の
岩
石

が
組
み
合
さ
れ
、
自
然
の
風

景
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。 

あ
れ
も
こ
れ
も
、
健
康
で

 
 

あ
っ
て
こ
そ
、
趣
味
を
楽
し

め
た
年
月
で
し
た
。
昨
年
七

月
、
葵
に
入
所
、
水
曜
日
に

通
所
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
趣
味
を
楽
し
め
そ
う
で
す
。

「
日
残
り
て
暮
る
る
道
遠
し
」

の
人
生
で
す
。 

 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

向
井 

美
幸 
（水
） 

昭
和
十
九
年
に
結
婚
を
し

て
徳
島
よ
り
上
京
し
ま
し
た
。

 

趣
味
は
写
経
、
写
仏
、
水

泳
、
か
な
書
道
。
旅
行
、
洋

裁
、
等
々
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
卒
寿
を
迎
え
て

リ
ハ
ビ
リ
に
興
味
を
覚
え
励

ん
で
い
ま
す
。
葵
の
リ
ハ
ビ

リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
ご
厄
介

に
な
り
幸
せ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。 

     

  

永
野 

正
次
（
水
、
金
） 

葵
で
筋
肉
強
化
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

「
日
に
新
た
な
活
動
を
続

け
る
限
り
青
春
は
永
遠
に
そ

の
人
の
も
の
で
あ
る
」 

（
こ
れ
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
の
詩
「
青
春
」
を

松
下
幸
之
助
氏
が
自
分
流
に

短
縮
し
た
も
の
で
あ
る
） 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
も
こ

の
詩
を
座
右
の
銘
に
し
て
い

ま
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ

デ
ィ
が
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ネ

デ
ィ
の
弔
辞
に
、
ウ
ル
マ
ン

の
詩
の
一
節
を
引
用
し
た
の

も
有
名
で
す
。 

        

  

  

  

                                                                                                                                                                                                                      

募
金
の
お
礼 嶋

田 

康
子 

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
山
中
先
生

の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
へ
の
応

援
募
金
に
、
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
十
二
月
か
ら
二
月

末
、
四
九
七
一
円
を
募
金
箱

に
入
れ
て
頂
き
、
練
馬
友
の

会
か
ら
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
友
の
会
を
通
し
、
山
中
先

生
の
研
究
所
に
届
け
ま
し
た
。

「
一
日
で
も
早
く
一
人
で
も
多

く
の
患
者
を
治
す
。」
と
先
生

は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
気
持
ち
を
先
生
は
し

っ
か
り
受
け
止
め
て
下
さ
る

と
思
い
ま
す
。 

  

３
月
度
行
事
の
結
果 

青
梅
小
旅
行
・
１
３
日
（
水
） 

抽
選
で
２
１
名
参
加
。 

 

総
会
の
開
催
・
２
４
日
（
日
） 

１
５
名
の
出
席
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。 （

事
務
局
長
） 

  

 

 
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

私
は
昭
和
四
年
十
二
月
十

四
日
、
長
野
県
諏
訪
郡
富
士

見
村
（
現
町
）
松
目
区
に
農

家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

父
は
長
男
だ
っ
た
が
、
昭

和
十
二
年
か
ら
二
年
間
、
松

本
五
十
連
隊
の
陸
軍
上
等
兵

と
し
て
当
時
の
北
支
那
に
出

征
し
、
支
那
事
変
を
経
験
し

た
。
こ
の
大
陸
で
の
生
活
が
、

後
に
私
達
を
巻
き
込
ん
だ
満

州
開
拓
に
つ
な
が
っ
た
の
だ

と
思
う
。 

当
時
、
長
野
県
は
開
拓
史

上
最
多
の
人
口
を
、
満
州
各

地
に
送
っ
て
い
た
。
私
と
姉

弟
達
は
、
長
男
と
祖
父
母
の

三
人
を
残
し
て
渡
満
、
十
六

 
 

 

      

葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

父
か
ら
の
提
言 

 
 
 
 
 

山
嵜 

利
重 

 
 

私
の
昭
和
誌 

 
 
 
 

  

河
角 
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